
安全にインターネット



インターネットは便利だけど
危ないところもあるニャ！

この子
こ

は「あるる」と言
い

います。 

 

普段
ふだん

はみなさんの街
まち

の安全
あんぜん

を守
まも

る仕事
し ご と

をしている

ALSOK
ア ル ソ ッ ク

という会社
かいしゃ

で働
はたら

いています。 

 

今日
き ょ う

は、みんなが安全
あんぜん

に、安心
あんしん

して毎日
まいにち

を過
す

ごすために

はどうしたらよいのかを学
まな

ぶ、「あんしん教室
きょうしつ

」でお話
はなし

し

ている大切
たいせつ

なことを伝
つた

えるために来
き

ました。 

 

最近
さいきん

は、小学生
しょうがくせい

が事件
じ け ん

や事故
じ こ

に巻
ま

き込
こ

まれるなど、悲
かな

し

い出来事
で き ご と

が起
お

きています。そんな悲
かな

しい出来事
で き ご と

に巻
ま

き込
こ

まれないためにはどうすれば良
よ

いのか、今日
き ょ う

は「あるる」

と一緒
いっしょ

に考
かんが

えてみましょう。 

あるる



なかなか難しいニャ・・・
みんなは分かったかニャ？



正解できたかニャ？



ちゃんとできているか確認するニャ！



下の絵を見て、「危ない」「いけない」と
思ったところと、その理由を考えるニャ。



顔がはっきり写っている写真をのせると、悪い人にねらわれたり、
写真を勝手に使われてしまうかもしれない。

暮らしている場所がわかる
ようなことをのせると、悪
い人が近くにやってくるか
もしれない。
クラブ名や学校名なども、
調べるとどこにあるのかが
ばれてしまうので注意。

人をだますために、
ウソのすがたにな
りすましているの
かもしれない。

インターネットでしか知
らない人とは、絶対に子
どもだけで会う約束をし
てはいけない。

知らない人に自分の画像を送って
と言われてもことわる。
たとえ友達でも、おうちの人に見
せられないような画像は送っては
いけません。

大切な個人情報を守る鍵 ＝「パスワード」

インターネットのサービスを使うときに決める自分専用の暗号「パスワード」は、
家のカギのように大切なもの。他の人に勝手に使われてしまうと、自分に
なりすまされたり、情報をぬすまれたりしてしまいます。

①パスワードは、絶対に人に教えない、聞かない･･･たとえ友達でも、パスワードは内緒にしよう

②パスワードは、簡単に見やぶられるものにしない･･･誕生日など単純なものにするのはやめよう

③パスワードは、同じものを使わない･･･サイトごとに、ちがうものにして使うようにしよう

「ルール違反」や「迷惑行為」は “炎上” のもと

良くないことをインターネットにのせると、「こんな悪いことをするやつがいる」「こらしめてやろう」と大
さわぎになってしまうことも。のせたことを後で消そうと思っても、別の人に複写（コピー）されてしまうと、
自分では消せなくなってしまいます。次のようなことは、インターネットにのせないことはもちろん、普段か
ら絶対にやってはいけません。

①社会で決められたルールをやぶること･･･「著作権」「肖像権」の侵害だけでなく、やってはいけ

ないと決められていることは絶対にやらない。

②人を困らせたり、不快にすること･･･ウケねらいの悪ふざけや、人の秘密をばらすことはしない。

※警察が調べれば、どこのだれがのせた情報なのかはすぐに分かります

連絡すると、相手に自分の連絡先が知られてしまう。
みんなをだまして連絡させようとするメールには注意しよう。
きょうはくの電話や危険なメールがくるかもしれないよ。

メールで送られてくるファイルやURLは、スマ
ホを使えなくしたり、個人情報をぬすむための
ワナの場合もある。むやみにクリックするのは
危険。

「友達にまわして」「拡散希
望」といったメッセージは無視
しよう。もし、そのメールにウ
ソの情報やウイルスがふくまれ
ていたら、自分が加害者になっ
てしまう。

メールだけでなく、イ
ンターネットの中のい
ろんな場所に、 危険
なサイトにつながる入
口がある。

個人情報を書くように求め
てくるサイトの中には、情
報をぬすむための悪いもの
もある。
「無料」「限定」といった
言葉にまどわされず、大丈
夫かどうかおうちの人に確
認しよう。

クリックしただけでお金を払うよう求めて
くるサイトは、「ワンクリック詐欺（さ
ぎ）」「架空請求（かくうせいきゅう」と
よばれる犯罪の手口です。
連絡してしまうと、おどされたり、こわい
目にあってしまうので無視しよう。
「うったえる」と書かれていても、心配し
ないでおうちの人に相談しよう。

フィルタリングが
ついていれば、危ないサ
イトをブロックしてくれ
るよ

フィルタリング

撮影禁止の場所では、
必ずルールを守る。

本やテレビの映像など、誰かが作った
ものを勝手にネットにのせてはいけな
い（著作権の侵害）

ブロック！

ブロック！

他人を許可なく撮影したり（盗撮）、顔
が写った写真を勝手にインターネットに
のせてはいけない（肖像権の侵害）

ちょさくけん

しょうぞうけん

えんじょう

しんがいちょさくけん しょうぞうけん

どれも発生しがちな事例だニャ。
インターネットを使うときは気を付けるニャ！



出典：警察庁「令和７年における少年非行及び子供の性被害の状況」を基に作成

【先生・保護者の皆さまへ】
子どもたちが犯罪に巻き込まれる悲しい事件があとを絶ちません。被害者に

ならないためには、大人だけでなく、子ども自身にも防犯意識をしっかり身に
つけさせる必要があります。防犯意識を身につけさせるには、怖がらせたり、
不安に感じさせたりするのではなく、「何が危険」で、「どうしたらその危険か
ら身を守ることができるのか」を子ども自身が判断できる力を養うことが非
常に重要です。
下のグラフは、近年のSNSに起因する児童の被害件数の推移を示したもの

です。インターネットは、今や日常生活に欠かせない存在となっていますが、犯
罪被害に遭わないためには、「① 自分の情報を発信する際に注意すべきこと」、
「② 情報を受け取る際に注意すべきこと」を常に意識することが重要です。
このような意識を継続するための「ソフト面での対策」に加え、パソコンやス

マートフォンなどインターネットに接続できる機器については、フィルタリング
機能の設定状況など「ハード面での対策」についても、改めてご確認ください。
あんしん教室では、成長に応じた様々な授業を行っています。お子さんが、あ
んしん教室を受けて、どう感じたか、何を身につけたかを、ぜひこの教材を基
に話し合ってください。
本教材が反復学習のためのツールとして活用され、毎日が安全に過ごせる

ことを願っています。
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